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1．はじめに 

糸魚川-静岡構造線は，日本列島のほぼ中央部に位

置する東北日本と西南日本を分ける大断層で，日本海

沿岸の糸魚川から姫川の谷を経て松本盆地に至り,さ

らに諏訪盆地,釜無川を経て富士川の西に沿って静岡

に至る．糸魚川-静岡構造線に沿っては，北から白馬，

松本，諏訪，甲府の山間盆地が形成されている． 

地質境界としての糸魚川－静岡構造線に沿って，全

長140～150kmの糸魚川－静岡構造線活断層系が形成さ

れている（下川ほか，1995；地震調査研究推進本部，

1996）．白馬盆地の北側には，白馬盆地から糸魚川に向

かって北流する姫川渓谷に沿って糸魚川－静岡構造線

が通るが，この区間では活断層は報告されていない．

また，甲府盆地の南側では，富士川が赤石山脈と御坂

山地の間を南に流下するが，甲府盆地の出口の禹之瀬

から下流部の山梨・静岡県境までは，渓谷となってい

る．この区間では，富士川の西側の山地内を糸魚川-静

岡構造線が通るとされるが，連続性のよい活断層は報

告されていない．このため，糸魚川－静岡構造線活断

層系は，長野県小谷村付近から南は山梨県櫛形市付近

までの区間とされ，「北部」（白馬・松本盆地），「中部」

（諏訪盆地）及び「南部」（甲府盆地）の3つの断層帯

に区分されている（地震調査研究推進本部，1996）． 

 白馬，松本，諏訪，甲府の各盆地には第四紀堆積物

が厚く堆積しており，これらは一般に構造性の盆地と

考えられている．本報告では，ASTER G-DEM を用い

て勾配，地上開度および地下開度を算定し，これらを

合成して作成した赤色立体図と予察的な現地調査結果

に基づき，白馬盆地と松本盆地および甲府盆地の成因

を古姫川および古富士川をせき止めた巨大地すべりの

視点から検討する．

２．松本盆地と白馬盆地 

2.1 松本盆地と白馬盆地の概要 

 松本盆地は，南北方向が約 50km，東西方向が最大

10km の南北に細長い山間盆地である．松本盆地を構成

する堆積物は 300m～400m に達し，その形成は梨ノ木

礫層の堆積の始まる約 80 万年前とされるが（竹下ほ

か，2007），大嶺累層および塩嶺累層の堆積から更新世

前期には今の松本盆地周辺には水域が広がっていたと

推定されている（松本盆地団体研究グループ，1977）． 

 糸魚川－静岡構造線活断層系は，松本盆地の東縁部

を走り，左横ずれ断層と推定されている（地震調査研

究推進本部，1996）．地質境界としての糸魚川－静岡構

造線は，姫川渓谷では姫川断層等に対比されているが，

活断層を示す変動地形を伴っていないので，活断層と

しての糸魚川－静岡構造線は北小谷付近までと考えら

れている．一方，松本盆地の西縁には明瞭な活断層は

分布していないが，飛騨山脈と東縁の前山との境界に

は，断層が推定されている（下川ほか，1995）． 

 白馬盆地は，現在の姫川の最上流域に当たり，北側

の北城盆地と南側の神城盆地から構成される．姫川の

最上流部は，約 3 万年前の佐野坂泥流によってせき止

められた結果，青木湖が形成されている（多ほか，2000）．

青木湖から木崎湖までの区間では，小熊山がある南北

方向の仁科山地が東に張り出し，糸魚川－静岡構造線

の東側の山地と接している．この区間が北に流下する

姫川と南に流下する高瀬川の分水嶺となっている． 

2.2 仁科山地巨大移動岩体仮説 

 神城盆地，青木湖，木崎湖の西側にある仁科山地は，

飛騨山脈の前山に相当し，白亜紀後期から古代三紀の

花崗岩，流紋岩から構成される（植木・原山，2012）．

仁科山地の花崗岩類は一般に割れ目が発達し，谷底に

分布する花崗岩でも，割れ目が発達し，また風化が進

行している．このため，仁科山地は，巨大な移動岩体

の可能性があり，天狗岳の東側で仁科山地が分離して，

東側に滑動したことによって，白馬盆地が松本盆地 

から分離したと推定される．糸魚川―静岡構造線活断

層系ストリップマップに掲載されたボーリングによる

基盤岩の標高を見ると，松本市で約 500m，豊科町で約

450m，大町で約 450m，白馬村で約 420m と，北に向か

って低くなっている．これは，仁科山地の巨大地すべ

りが発生する前には、松本盆地と白馬盆地が連続して

いた可能性を示している． 

2.3 松本盆地の起源としての姫川渓谷のせき止め 

 松本盆地と白馬盆地の基盤岩の深度分布は，松本盆

地は糸魚川―静岡構造線に沿って北に流下していた古

姫川の上流域であった可能性を示している．従って，

松本盆地は古姫川が現在の姫川渓谷付近で大規模にせ

き止められて形成された可能性がある． 

 もし，松本盆地の形成の始まりが約 80 万年前だと

すると，この時期は白馬大池火山の活動の始まりとほ

ぼ一致する（及川ほか，2001）．従って，白馬大池火山

からの火山噴出物が古姫川をせき止めて松本盆地が形

成された可能性が考えられる．ただし，現在の姫川渓

谷には白馬大池火山の噴出物に覆われた来馬層群,蛇

紋岩等が分布し（竹内ほか，2010），大規模地すべり等
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の地質素因となっている（佐々木，2001）．これは，白

馬大池火山の噴火以前には超巨大な山体の移動によっ

て古姫川がせき止められて，松本盆地の元となった湖

が形成された可能性を示している． 

３．甲府盆地 

3.1 甲府盆地の概要 

甲府盆地は，東西約 25km，南北約 15km の三角形を

した盆地で，北及び北東側を関東山地に，南側を御坂

山地に，西側を赤石山脈の前山である巨摩山脈に囲ま

れている．盆地の南縁と西縁には活断層が報告されて

おり（下川ほか，1995），その断層面は断層露頭から山

側に低角度で傾斜すると推定されて（平川ほか，1989：
桂田ほか，1996），甲府盆地はこれらの断層の活動によ

って形成された構造盆地と考えられている．

地震探査及び重力探査から甲府盆地の基盤面は南

西方向に傾斜し，盆地の南西部で最も深い（堆積層が

厚い）と推定されている（地震調査研究推進本部，1996）．
海野（1991）によると，甲府盆地の地下地質は，上位

から上部礫層，韮崎岩屑流，中部礫層，黒富士火砕流，

下部礫層，石和礫岩層，水ヶ森火山岩，太良ヶ峠火山

岩，甲府深成岩類により構成されている．そして水ヶ

森火山岩からが 1.7Ma および 2.4Ma の年代が報告され

ている（三村，1994）．すなわち，甲府盆地の形成は更

新世前期までさかのぼる．

3.2 甲府盆地東縁と南縁の巨大移動岩体 

 ASTER G-DEM を用いて作成した赤色立体地図から，

甲府盆地西縁と南縁には巨大移動（地すべり）岩体が

分布していると推定される．そして，富士川が甲府盆

地から出る出口は，巨大な２つの地すべりによって閉

塞されたと推定される．すなわち，富士川左岸と身延

線鰍沢口駅－岩間駅にはさまれた丘陵が西側に滑動し，

富士川右岸の八町山東側の山体が東側に滑動して，古

富士川をせき止めていると推定される．

なお，甲府盆地西縁市之瀬断層群西側の巨大地すべ

りは，清水ほか（2001）によって図示されている．ま

た，曽根丘陵断層群の背後にも巨大移動岩体が推定さ

れ，桂田ほか（1996）の報告した低角度衝上断層は巨

大移動岩体（巨大地すべり）のすべり面の可能性があ

る．市之瀬断層群と曽根丘陵断層群は，巨大地すべり

の観点から再検討する必要がある．

４．まとめと今後の課題  

 これまで，糸魚川－静岡構造線活断層系で活断層が

分布しないとされた姫川渓谷と富士川渓谷は，巨大移

動岩体群によって埋積されている可能性がある．これ

らの移動岩体は規模が大きいことまた地すべり地形が

開析されているためこれまでほとんど認定されていな

い．またこれらの巨大地すべりによる古姫川と古富士

川のせき止めによって松本盆地と甲府盆地が形成され

た可能性がある．このような巨大地すべりの形成は，

糸魚川－静岡構造線活断層系がそれらの地下に伏在す

ると考えると理解しやすい．さらに，巨大地すべりの

滑動による低角度断層や変動地形を除外すれば，糸魚

川－静岡構造線活断層系は全体として左横ずれ活断層

系として再評価できるかもしれない．また姫川渓谷と

富士川渓谷の土砂災害の素因についても，断層運動だ

けでなく，地すべりによる破砕の視点も必要であろう．
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